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1.はじめに

介護業界の人材不足に悩む今日において、自施設でも職員不足を経験している最中である。そのような中

で、職員の新規獲得を望んでもただでさえ不足しているという状況では簡単な話しではない。

そこで、いかに既存の職員に対して業務がしやすい環境とは何かを考え、取り組んでいった結果、職員の

処遇だけでなく事業所の収益にも効果を認めた。なにより、このような取り組みを発信していくことで同じ

悩みを抱える事業所へも好転へのヒントになればと思い、自施設の収益状況も踏まえ、ここに報告する。

2.グループホームまほろばの収益と勤務状況の推移

⇒これが間違いであった。

その後、R5年から新しく取り組み始めたことが…

「業務の見直し・改善」

職員は待っていても入ってこない。むしろ色々と手を打っても簡単には入ってこない時代。だったら、

今以上に既存の職員が少しでも長く勤めていける環境にかえていく取り組みが必要と考えた。

〈ここで気を付けたこと〉

やってしまいがちなパターンとして…

「スタッフがいないので、代わりに別のスタッフがその分を補填すると言う足し算(プラス)の考え。」

⇒ではなく、

「削れる業務はないか？と見直す引き算(マイナス)の考えが重要」

と捉えた。

4.具体的に何をしたか？

一,夜勤者から日勤者への申し送りを工夫

・今までは申し送りをする時間を設けていたが廃止した。

・朝食の準備をする時間に口頭にて伝えるようにした。あとはタブレットの記録を個々で見るようにした。

〇20分→1分(/毎日)

二,食事を、手作りしていたものから、併設している同法人医療機関の厨房で作ってもらい配食してもらう

ように切り替えた

・1日3食をそれぞれの時間に配食。

・事業所では届いた食事を各利用者ごとにお膳へ並べる作業をする。

・食事内容は医療機関で出されている内容と同じ。

・医療機関の管理栄養士と連携し、利用者の栄養状態を管理。栄養管理体制加算も取得。

〇50分→10分(/毎日)

三,屋外で育てていた観賞用の花を撤去

・室内の観賞用の花は、ある程度残した。

・水やり、花の入れ替えなどの世話がなくなった。

〇15分→5分(/毎日)

四,レクリエーション活動の内容は可能な限り、セルフでできるものへ切り替え

・ぬり絵の頻度を増やす。

・DVD鑑賞(寅さん、水戸黄門など)を増やす。

・集団体操を減らす。

〇40分→10分(/毎日)

五,トイレ掃除の簡易化

・毎日のトイレ掃除を週2日へ短縮。残りの週5日は簡易的に実施。

〇15分→9分(/週5日)

☆特に効果的であった取り組み

◎介護ソフト(タブレット)の導入

・慣れてくると手書きより入力が早い。

・紙の記録では、用紙の準備や整理等に手間がかかった。

〇20分→10分(/毎日)

◎ポリファーマシーへの対応

・薬を減らすことで、薬をセットする手間が減った。

・利用者へ投薬する時間が減った。

・傾眠傾向であった利用者の覚醒が上がり、食事が自力摂取可能となったケースもある。

・一度減らした薬に関して、マイナスの効果があった場合は再度薬を戻すといった医師との連携を図った。

〇20分→10分(/毎日)

☆結果、これだけの業務改善につなげることが可能となった。

つまり…123.2分(/日)の削減

今まで

1260分(/週)＝180.0分(/日)

5.業務改善から得た職員への処遇改善(有休取得日数と資格取得への取り組み)

6.課題「業務はなんとか回るようになったが、職員が少ないと弊害は多いまま…」

〇利用者に対するケアの質が低いまま(個別に関われる時間が少ない、など) 〇災害時、パンデミック時の対応 〇利用者の急変時の対応(受診への付き添い、家族連絡等)

〇職員の急な休み(葬式、感染症の罹患、家族の体調不良など)の対応 〇計画性を認められる研修・資格取得には、有休でなく業務で行けるようにしたい

7.まとめ

〇業務改善は足し算ではなく引き算を徹底的に行う。 〇職員数で利用者数を制限してはならない。 〇職員数に応じて、都度、業務の見直しを行っていく。

〇業務改善が上手くできれば職員への処遇改善(有給取得率のUP、資格取得への挑戦)にもつながる。 〇業務改善が上手くできれば収益確保にもつながる。

改善後

397分(/週)＝56.7分(/日)
⇒

3.その後、R5年から取り組み始めたこと

収益のグラフ

前年比:約-30%

R1～R2年比

約+109%

R2年8月～R3年7月の期間の職

員に関しては十分な人員配置が

なされているように見えるが、

前年に3名の退職者がおり、現場

では“職員が足りない”と言う雰

囲気が漂っていた。

この雰囲気が利用者を新規に

受け入れることに対するモチ

ベーションダウンにつながって

いた。


